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１．銀行送金分析と経済ノレッジグラフ構築による実態分析

 銀行送金：銀行との共同研究

 ビットコイン・イーサリアム送金：Zürich大学ブロックチェーンセン
ター所長：Prof. Dr. C. Tessoneと連携

研究課題

３．テキストからネットワーク抽出と
COVID-19ニュース・経済政策

 東大経研渡辺教授と連携
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ビットコイン
送金

イーサリアム
送金

２．日米判決文を通したの法の構造分析と

規範の形成過程

– 判決文：（株）TKCと共同研究

– TKC➔法学図書館にを提供

 元東大計数・情理の学生➔弁護士と連携

ネットワーク学習、社会ビッグデータ解析
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緊急融資の線形按分

…

…
A

A

Q. 送金パターンを学習することで、例えば将来また同じような緊急融資を実
施する時にどのように流れるか送金を生成できるようにできないか？

2019.7 2020.7

⚫ 平常時・緊急融資時のお金の流れを線形按分で近似して比較
➔実証分析的には面白い

緊急
融資平常時

の送金

比較
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 グラフを新規生成

– 自然言語生成、画像生成のグラフ版

– グラフ生成自体は古典的モデルでも可能

 深層学習によるグラフ生成

– 表現力向上、補助データ（非構造等）の活用（2018年～）

 仮想通貨（イーサリアム）での生成例

4

グラフ生成

画像生成の例[Tian2018]

クラスター係数

平均最短経路長

オリジナル

クラスター係数

平均最短経路長

生成
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経済ノレッジグラフ

● 金融データ7種と公開情報2種でデータベース作成

● ノード:5千万、エッジ: 4億

● 予想対象（約3.5万）は
世界中に存在

● 関係型（頻出上位25）

 金融データをベースにノレッジグラフ作成➔不正検知[Hisano++2020]

 リスク管理、情報の信頼性、データ駆動型政策支援

関係に注目した世界中の企業・人・
製品のデータベースの構築



xAIとSelf supervised learning
 経済応用を考えると解釈性は重要

– GraphExplainer[Ying++2019]

 Self supervised learning[Xie++2021]

– あるネットワークの学習結果を元のデータは共有せずに他で使え
る➔経済価値が大きい
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[Ying++2019] [Xie++2021]
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 引用理由文と法・判例（条文と判例との引用部分両方をマスク）
– 1本件は,原告の運転する普通乗用自動車(以下「原告車」という。)と被告A2(以下
「被告A2」という。)の運転する中型貨物自動車(以下「被告車」という。)との間で発
生した交通事故に関し,原告が,被告A2に対しては民法709条に基づき,被告A2の使
用者兼被告車の運行供用者である被告＊株式会社(以下「被告会社」という。)に対
しては民法715条,自動車損害賠償保障法3条に基づき,395万9870円及びこれに対
する平成24年1月6日(本件事故発生の日)から支払済みまで民法所定の年5分の割
合による遅延損害金の連帯支払を求める事案である。

 法の使われ方のネットワークの構築
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判決文データ

-1.3 -0.3 0.9 0.1 0.4

深
層
学
習
で
変
換

予想
民法709条，民法715条，自
動車損害賠償保障法3条, …

判決文

刑法175条

最大判昭和32年
3月13日

最大判昭和44年
10月15日刑集23

巻10号1239頁

集約抽出
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ハイパーグラフ
事案・争点 事案・争点 事案・争点

 例

– 国税通則法、所得税法、法人税法、消費税法、憲法30条、憲法84条

– 商標法、不正競争防止法、最高裁判所平成20年9月8日判決、最高裁判所昭和
43年2月27日判決、最高裁判所昭和38年12月5日判決

– 刑法175条、最大判昭和32年3月13日、最大判昭和44年10月15日

 法の構造に沿ったモデル開発が重要
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判決文と規範の形成過程
米国判例の引用関係[Freelaw]

*次数500以上に限定＝3K,43K （元はノード,エッジ数＝3M,30M）
➔描画の都合で3Mノードから3Kノードに減らしたため18-19世紀に判例が少ない
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認知因果ネットワーク  捉え方の違いが生む齟齬：

– 中央銀行：「マイナス金
利➝企業の資金調達コ
スト低下➝企業の設備
投資増加➝景気回復」

– 民間金融：「マイナス金
利➝銀行の収益悪化
➝銀行の貸し渋り➝企
業の資金調達難➝企
業の設備投資減少➝
景気悪化」

 認知社会ネットワーク➔認知因果ネットワーク（ネットワークの集団）

 周囲の友好ネットワークをどう記憶しているか（認知社会ネットワーク：
[Krackhardt(1987)]）東京大学大学院 情報理工学系研究科 久野遼平

日銀発表
から作成


